
1. 貴施設は日本外傷学会外傷専門医認定施設ですか。

外傷専門医

研修施設

である

37件

25%

外傷専門医

研修施設

ではない

111件

74%

無回答

2件

1%

回収数
１５０件



2. 貴医療機関は日本外傷診療研究機構の
外傷診療データーバンクに登録をしていますか。

登録をしている

131件

88%

登録をしていない

17件

11%

無回答

2件

1%

回収数
１５０件



3. 下記の本学会臓器損傷分類の中で頻用されているもの
に「○」、時々使用するものに「△」、殆ど使用しないもの
に「×」をつけて下さい。
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○ △ × 無回答
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○ △ × 無回答

3. 実数



○ 121

△ 14

× 0
無回答

15

肝

3. 臓器別回答

○ 117

△ 17

× 1
無回答

15

脾



○ 60

△ 42

× 27

無回答

21

消化管

○ 50

△ 36

× 42

無回答 22

間膜・小膜・大膜

○ 69

△ 44

× 15

無回答 22

膵

○ 98

△ 30

× 4

無回答

18

腎



○ 43

△ 36

× 48

無回答 23

胸郭

○ 36

△ 42

× 50

無回答 22

気管･気管支

○ 58

△ 43

× 29

無回答 20

肺

○ 40

△ 44

× 43

無回答 23

横隔膜



○ 75

△ 34

× 21

無回答 20

骨盤

○ 44

△ 45

× 37

無回答 24

心

○ 46

△ 43

× 37

無回答 24

大血管



4. 臓器損傷分類のAppendixについてどのように
お考えですか。

必要である

104件

69%

必要ではない

1件

1%

どちらでもない

28件

19%

無回答

17件

11%



5. 臓器損傷分類には尿管、膀胱、及び尿道損傷の分類が
ありませんが必要でしょうか。

必要である

73件

49%

必要ではない

18件

12%

どちらでもない

57件

38%

無回答

2件

1%



6. 設問5で「必要である」と回答された先生に伺います。
□ 尿管、膀胱、尿道損傷いずれの分類も必要である
□ 尿管、膀胱、尿道損傷のうち、いずれかの分類が必要である

5件 3%

1件 1%

51件 34%

4件 3%

7件 5%5件 3%

77件 51%

尿管・膀胱が必要

尿管・尿道が必要

尿管・膀胱・尿道が必要

尿管・膀胱・尿道いずれか

必要

膀胱が必要

膀胱・尿道が必要

無回答



7. 肝、脾損傷分類に関して画像所見を中心とした以下のような分
類を参考として記載してはどうかという意見があります。以下
の表を参考にご意見を頂きたく思います。

表１：CT所見に基づく肝、脾損傷分類とマネージメント



表２：CT所見に基づく肝損傷分類



表３：CT所見に基づく脾損傷分類



① 治療方針を考える上でＣＴ所見から表１のような考え方に
もとづいた分類の必要性についてどのようにお考えです
か。

有用である

95件

63%有用でない

13件

9%

どちらとも言えない

35件

23%

無回答

7件

5%



② 表２，３のような肝外傷と脾外傷のＣＴ分類について利用
しても良いというお考えはありますか。

利用しても良い

110件

73%

どちらとも言えない

19件

13%

無回答

21件

14%
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